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1979年 1990年 1994年 比較．
350,000倍本体｜ＰＣ-8001 PC-9821XBPC-98U113鰯２
〔8.75〕実装メモリー１１６Ｋ 64`Ｋ 5.5Ｍ鴫
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〔0.68）
PＣ－ＫＭ１５２ディスプレイ ＰＣ－ＫＤ８５３ＰＣ－８ｐ４９
画面の大きさ’１２インチ 14インチ 15インチ
ドッ卜数ｌｌ６０ｘ１ＯＯドット 64,×400ドット l12Dx750ライン
漢字 漢字日本語｜半角錘カタカナのみ
格’188,000円 138.0,0円価 118.0001門
本体に内蔵 本体に内蔵ディスク装置｜ＰＣ-8031
8.75倍量’１ドライブ143Ｋ 1.2511.(1.250Ｋ） Ｌ25Ｍ(1,250Ｋ〕客
1.44Ｍにも対応格l31qOQO円_価
BJ-130J(キャノン）｜MJ-1010(エプソン）ブリン夕｜ＰＣ-8023
136桁(48ドット）｜Ａ３対応３６Ｑｄｐｉ80桁(１６ドット〕
英数字，カナ，日本語｜英数字，カナ，日本語英数字、カナ
153.00,円 198,000円 79,8001器
SＨＤ－Ｂ３４ＤＮＨＣ－４ｐｌＣＭハードディスク
340ＭＢ外付40ＭＢ外付
1,8.000円 69,800円
噸１９７９年と1994年との比較卜（）内は1990年と1994年との比較
｡、デイスタ装置をプラスした価格で計算（199Q年以降は内蔵型）
が，強烈な印象を持って国民に伝えらた．貸与され
た映写機は31951年のサンフランシスコ平和条約後
には日本政府に譲渡され，各都道府県の社会教育課
が管理することになる。その後も日本人の生活意識
や価値観に多大な影響をおよぼし続けた．こうして’
16ｍｍ映写機は映画フィルムなどのソフトとともに，
社会教育を担当する部局で管理され．映写会鰯運営
などもここを主体に行われることになった．こうし
た歴史的ないきさつから，その後も「視聴覚教育」
あるいは「視聴覚機器」について賎，社会教育にか
かわり⑳あるものとして考えられてきたのである．
もちろん学校教育における「視聴覚教育」の意義と
必要性は言うまでもない．しかし薮がら，とくに戦
後まもなくCD時期は，映写機一つをとっても，各学
校に導入することなど，財政的には考えることすら
できない事情力:あったはずである。貴重な機器は国
民全体の啓発に使われる必要鋲あり，そうした点で
は16ｍｍ映写機が社会教育課に配置されたのは当然
のことであった。その後，テレビ放送の開始，テー
プレコーダー,ＯＨＰの開発など,新しい視聴覚機器
が登場する．それらはまだまだ高価で，子供たちの
家庭には薮かつたがＨ１台．２台といった細淘とし
た状態ながら．学校に導入されてくる．おりから‘
⑩
日本経済力§高度成長を謹歌しはじめた昭和30年代の
ことである．そめ結果，学校教育にお侭る視聴覚教
育の研究も積極的に推し進められていく．もちろん
図書館や博物館といった社会教育施設においても新
しい機器の導入やフィルムライブラリーの充実戦ど
が図られた゛こうして，新しい機器は学校教育，社
会教育のいずれにおいても，教育目標達成の有効な
手段として大いに活用されてきた鰯である。そして
行政的には．これまで見たような歴史的ないきさつ
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学校教育におけるコンピュータ活用の視点
戦どから，「視聴覚教育｣そのものは、社会教育的な
立場から考えるという流れが定着したのだろう．は
じめて教育におけるコンピュータ利用が話題にされ
たのが社会教育の領域であったというのはこうした
事情があったためだと思われる＿
れも，新しい試みをはじめる際に伴う「産み⑳苦し
み」の一つであったように思われる．技術・家庭科
におげる「情報基礎」のスタートによって，ほとん
どの中学校に20台ほどのコンピュータが導入されて
いるがザそうなればそうなったでまた新しい課題や
問題が提起されている。重要なのは問題があること
ではなく、その問題を解決する意欲を持ち続けるこ
とである。筆者自身は「ステップ１Ｊの当時，他県
で行われたコンピュータ教育に関する研究会に何度
か参加したことがある。そこには必ず先進的で積極
的なコンピュータ活用をすすめている教師がいた．
そのレベルは非常に高く，熊本県の教師がとくに優
れてﾚｺるとは言え戦かつだ。しかしながら，そ⑳時
点で「それほどコンピュータ教育に関心を持ってい
鞍い｣，あるいは「これからは考えなくては」と思っ
ている教師たちについては，熊本県鰯場合とややち
がった印象を持ったことを記憶している．それは‘
熊本県の場合にはザそうした教師鰯間にもザ「あまり
気はすすまないのだけれど，とにかくコンピュータ
が１台は入っているし，周りが何とかしようという
ムードが強いものだから．やっぱり自分も少しは考
え薮いと…」といった雰囲気が漂っていたのである。
これに対して，他県の場合には，「コンピュータ教育
といっても鴬コンピュータそのも`，がないのだから，
何か考えろといわれても…」というやや消極的ョ否
定的姪気持醤があるように感じられた。もちろんこ
れは単強患気持ちの差に過ぎない．しかし，筆者に
ほこれが，いわばコンピュータ教育に関する教師の
心理的インフラストラクチャーのちがいのように思
われた。
さて，３年間の「ステップ’」に続いて'989年(平
成元年)からは，「ステップⅡ」がスタート゛した。学
校現場への普及と「触れ，慣れ，親しむ」ことを目
標にした「ステップ１Ｊでは，特定の教科や教育活
動とコンピュータの結びつきは課題になってい葱か
つた。とにかくコンピュータと近づきになることに
ポイントが置かれていたからである．これに対して
｢ステップⅡ」では，「学校のあらゆる教育活動の中
で⑳コンピュータのより一層の活用を図る」こと識
目標として掲げられた．そしてさらにコンピュータ
の導入を促進すること識謡われることになる．その
結果，1992年度末（平成４年）には賦１校あたりで
小学校6.7台，中学校19.9台，高等学校56.5台，特殊
教育諸学校8.5台．全体として導入率100％を達成し
ている．「ステップIIJでも研修は積極的に行われ'
その内容も指導者研修．入門者研修、応用研修と目
２）熊本県における情報教育のスタート
さて，社会教育的な視点からの学校教育における
コンピュータ活用⑳議論力§はじまったちょうどその
頃．当時の細川熊本県知事が記者会見で，「３年をか
けて，県内⑳すべての学校に少薮〈とも１台のコン
ピュータを設置し，情報教育の展開を図りたい」と
の意向を表明した。1985年（昭和60年）１１月18日の
ことである．この計画は「マイ・タッチ計画」と名
づけられ，その後臘情報教育⑳先進的鞍試みとして
全国的にも知られるように鞍る゛それから８年以上
が経過し，現在では新しい学習指導要領の実施と共
に，とくに中学校を中心にコンピュータは全国的に
設置され，熊本県⑮先進性はもはや過去のものとな
った．しかし．熊本には進取の気性ともいうべきも
のがあり，「マイ・タッチ計画」の伝統を引き継い
で．多くの教師が教育におけるコンピュータ活用に
ついての研究と実践に取り組んでいる．ここでは，
この「マイ・タッチ計画」のスタートから今日まで
の流れを簡単にふりかえってみたい。
細川知事の提唱によって，「マイ・タッチ計画」が
実際にスタートしたのは，1986年（昭和61年）であ
る．これば「ステップＩ」と位置づけられ、それか
ら1988年（昭和63年）までの３年間にわたって計画
が展開されることに葱ろ。「ステップＩ」では，「児
童。生徒がコンピュータに触れ，慣れ，親しむこと
を通じて，コンピュータを理解し，活用できる能力
を養う」ことを目標として掲げている．具体的には，
少戴くとも各学校に１台のコンピュータを導入する
ことが当面の課題とされた．「ステップＩ」の終了時
点で,小学校98.8％，中学校97.6％，県立学校１０９．０
％の導入率を達成している。こ⑳間，指導者の養成
講座も実施され,３年間で1,500名⑳教師が基礎的な
入門者研修を受講した．さらにコンピュータ活用促
進のために，モデル枝の指定や副教材の作成研シン
ポジウムの開催．広報誌の発行なども行われている．
このよう鞍一連の試みによって，熊本県の「マイ・
タッチ計画」は全国にも知られるようになったので
ある．こうした中で，「エ台だけではどうしようも鞍
い」「いいソフトが薮い」「好きな先生が使っている
鱈け，といった声もあった．しかし，これらはいず
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業だけで，コンピュータ活用の評価を下してしまい
がちに載る。授業研究会といった会合は，それほど
頻繁には行われない．授業を見る方も特定の教師の
授業を継続的に観察す愚ことは不可能である．そう
いう意味で，ただ－度驚けの授業を見て，その評価
をせざるを得愈いことは致し方のないことではある‘
しかしそうである芝けに，授業者もまた観察者も，
目の前の授業だけでは歎く，それまでの経過やこれ
からの展望などを踏まえて，議論をすすめてほしい
と思う．一見失敗に終わったように見える授業から
も学ぶことは多いものである。特定⑳子供たち鋲乗
ってこなかったからといって焦る必要はない．そこ
で求められているのは，そうした子供がいるという
事実を正確に把握する教師の感受性である．「この
次，その次の授業では…」「今の学期⑳うちには…，
こ鰯学年の間には…」「いつか，どこかでこの子供た
ちを授業の主役にするぞ」という教師の気持ちこそ
が重要なのである．周りの教師たちも，「乗っていな
い子がいましたね」ではなく，ｒあぬ子（たち）鍼乗
っていない鰯はなぜだと思いますか｣｢いつどこであ
の子（たも）が乗って<霧ような手を考えています
か」といった質問を投げかけて欲しいのである．
的に応じた講座が企画・実施されている。コンピュ
ータ鰯活用にとってソフトの開発は欠かせないが，
｢ステップ11｣では，毎年ソフトを開発しようという
意欲的鞍グループに対して研究助成をすすめている,
そ⑳数は1992年度末でも200本を超えている。また，
県立教育センターにソフトウエア・ライブラリーも
設置された。ここには，現職教員が開発した自作ソ
フトや市販ソフトが登録され，自作ソフトについて
は貸出によってその活用を促進している．先の，研
究助成を受けたグループ鰯成果もここに含まれてい
る。1994年９月末現在の登録数は，自作ソフト411本
(このうち，県の研究助成lこよるもの208本)，市販ソ
フト353本に達している．そのほか，たとえば｢情報
教育」を学ぶための国内留学生についても制度化さ
れた。これによって．県内外の研究機関に留学生を
送り出している。こうしたさまざまな試みによって，
熊本県における情報教育は－歩一歩前進してきた。
もちろん，さまざまな問題も生まれている．時代を
先取りしたスタートを切ったために，コンピュータ
そのものが古くなり，他の地域の戯うが，新しいハ
ードウエアによって，よりすすんだ研究が行われて
いるといった墓ともそのひとつだろう。しかし，教
育における革新に終点があるとは思えない．つねに
問題があることを前提にして，その解決のためにチ
ャレンジすることこそ識ポイントなのである．熊本
県では「ステップIIJをもって，「マイ,タッチ計画」
に一区切りをつけ，あらたに，「ニュー｡タッチ計画」
をスタートきせることに鞍っだ。これまで蓄積され
たものをベースに情報教育のさらなる展開が期待さ
れる．
２．学校教育におけるコンピュータ活用の視点
さて，熊本県における情報教育の流れについてザ
簡単なふりかえりを行った．ここでば，教育におけ
るコンピュータ⑳活用にあたって鰯淑イントをいく
つかあげてみた唾．いずれも，筆者が授業研究会等
へ参加した際に,「こうすればもっといい⑳ではない
か」「こん強発想が必要なのでは鞍いか｣といった印
象や感じを受けたことをまとめたも鰯である．取り
上げる順番はまったく偶然で，重要性や論理的鞍意
味あいを持ったものではない。
２）行動に結びついてこそ真の活用
授業のなかで提供され，子供たちが身につげる知
識や技術は，ひろく日常の生活，そして生き方その
ものにつ鞍競っていく必要がある．一つ一つの授業
で完結し，それ以上には広がらないようでは教育の
意味はないのである．知識や行動の普遍化？一般化
こそ教育の重要な目標だろう．こうした教育目標を
少しでも効果的に達成するための道具の一つ承コン
ピュータである。「情報基礎｣の中のある特定の部分
などを別にすれば，コンピュータを使うことそのも
幻は教育の目標ではない．コンピュータを使うとい
うただそれだけの理由で子供たちが？授業を楽しみ
喜んだとしても意味がないのである．たとえば，家
庭科の授業などでは栄養計算のソフトはよく使われ
るも鰯鯵一つだろう.どのソフトによって傘子供た
ちは自分たちが日ごろから□にしている食品の栄養
価など手軽に知ることができる．そして，間食で食
べるものやお菓子やジュースなどについても，栄養
面やカロリーの観点から，必ずしも健康面からは望
ましくないような食品やその組み合わせなどについ
ても，手にとるように理解することができる。授業
の中で，「はじめて知った」という驚きの声や，「鞍
ろほどそうか」という納得した声懇聞こえてくる。
１）－回毎授業だけで評価をしない
コンピュータを使った授業研究会に出かける，授
業後には肯定的な意見もあれば否定的な意見もある．
これは当然のことである誠。どうしてもいま見た授
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しかし，問題はその先のことである．そうして得ら
れた知識が実際③生活場面において生かされるかど
うか，これがポイント議鰯である．たとえばョそれ
まで食べ鞍かつたようなものを，栄養価という観点
から口にするようになるとか，おやつで習慣的に飲
んでいたジュース鰯量を減らしたりするといった実
際の行動に変化が見られることが重要なのであみ
母親に食事の組み合わせについて情報を提供すると
いったことなども，具体的な行動化である．こ`りょ
うに，授業における知識や技術が実際の行動に結び
ついて，はじめてコンピュータが有効に活用された
ということ誠できるのである。もっとも，こぬこと
は何もコンピュータを使う授業にだけ求ぬられるこ
とではない。およそ教育活動と言われるものすべて
が備えておくべき目標であろう。
これまでの教育的な機器や道具にはなかったような
効果を生み出すことは事実だろう，しかし，一方で
はコンピュータの活用によって，見逃されてしまう
ようなこともある⑳ではないか。これは要するに，
コンピュータを万能とは考えずに，そのメリットと
デメリットをきちんと鱈さえた上で利用すべき鑓と
いう，至極当然のことをいっているに過ぎ鞍い゛し
かしながら，われわれは，意外に自分では気がつか
ないうちに片寄ったものの見方をしてしまいがち薮
のである．
４）児童・生徒の意見を取り入れる
コンピュータ活用の評価は、あくまで児童。生徒
の目でなされなければ鞍らない。教師にとって効果
があると思っても，それが単鞍愚教師サイドの思い
こみであることが少なくない．これはすでに先の論
文(吉田1991）でも触れたことであるｶﾖ，その後に
筆者自身がこのことを大いに感じさせられた体験を
した．あ患とき，「選択数学｣を担当することになっ
たという教師から相談を受けることになった｡｢選択
数学は？ついいつもの数学鰯延長だと受職とめられ
やすい。そう意ると魅力が強くなり．選択数学を受
ける生徒がいなくなってしまうのではないかと思う。
そこで，コンピュータを使うことを前面に出してア
ピールした”」という臓軟し゛である．ところが，そ
の教師自身は．コンピュータに関す愚知識が少なく，
ぜひ手伝ってもらいたいと”うことであった。ちょ
うど教育実践指導センターに新しいネットワークシ
ステムが導入されたときで，さっそくそ⑳システム
を使った授業を提案した。その教師もこの提案に同
意し，さっそくコンピュータ醤使った「選択数学」
の試みがはじめられることに鞍っだ．－学期のこと
である．ところが，筆者には聞こえてこなかったが，
この新しい試みが生徒たちにはかなりの不評だった
のである．こ`，事態を案じた当該の教師は勘夏休み
に行われた大学②公開講座に参加するなどして，自
力で「ロータス」を学習し、結果としては「ロータ
ス」を使った授業に方向転換したのである。このこ
とが生徒たちに大きな影響をおよぼすことになる。
教師の行動が,｢先生は自分たちの意見を聞いてくれ
る｣｢先生は授業をもっと面白くするだめに努力して
くれる」といった印象を与えたのである．方向転換
の前後で生徒たちは，授業に対する評iHiを驚くほど
に変化させている．表２は，子供たちが夏休み前と，
方針転換後の10月に書いた，授業に対する意見。要
望である．７月の時点では，選択数学に対す鴇生徒
３）広がる世界とせばまる世界
自動車の免許をとってはじめて運転をする。自動
車はそれまでの生活空間を一変させる。かねてから
行ってみたいと思っていた場所にもあっという間に
つれていってくれる。「車の運転をはじめてからザ周
りの世界がパット開けてきた」というのは誰もが実
感する．また，自分ｶｮ自転車で走っているときはザ
いき葱p横に倒れたりするなどといったことは夢に
も思っていないが，車からみるとシ自転車や二輪車
が実に危なっかしく見える．横断歩道の歩行者もい
かにもゆったりと歩いてい#5ような気がしてしまう，
立場が変わるということは，ものの見え方がちがっ
てくるということなのであ愚．コンピュータについ
てもこれに似たよう葱ことがいえるのではないか.
コンピュータという現代的な機器によって＄それま
で想像すらできなかったような世界も知ることがで
きる。授業においている瞬ろ鞍こと醤実験してみる
可能性も広がる．
しかし傘一方で車を運転しているが故に見えなく
なってしまうも”もある．いつもは運転している通
勤経路を歩いてみ鶏。すると，「こんな所にこんな店
があった鯵か｣，「この看板ばおもしろい」といった
ように，運転しているときには気がつかなかったも
のが見えてくるのである。運転中はどうしても目先
⑳ことに注意が集中することになる。そうでなけれ
ば安全な運転はできないからである．町並みといっ
た大きなものは案外と視野の外仁遠ざ職られてしま
う鰯である．コンピュータの場合にも同じようなこ
とがいえるのでばないか．コンピュータが子供たち
の興味。関心醤引き出し，意欲を高める道具として，
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表２選択教科の学習についての感想・要望
７月
]、パソコンを使う意味があまりない．もっといろいろなことができるはずです．
２。もう少し楽しい学習内容を立ててほしい．今，自分の中で，選択をやりたくないという気持ちがある‘
３．２学期はもっといっぱいパソコンを使ってほしい。
４．コンピュータのおもしろい利用法やためになる利用法などを学習したい。
５．コンピュータ醤コンピュータらしく使ってほしい。
10月
１．この前のわがまま強意見を聞いてもらいありがとうございました．選択の時間が面白くなってうれしいです。
２．コンピュータばすごいと思いました．もっとたくさんやって，マスターしたい．
３．２学期の方が選択をやっていて楽しい．
４．これからも劇もつとパソコンを取り入れて，本当鰯数学をやっていきたい。
５＿これからも，いろんなパソコンの使い方を教えてほしい．
たちの評価が非常に低かったことが分かる。これに
対して，方針を変えた10月⑳評価は，もう満足しき
ったといった内容零ある.「この前のわ力準まな意見
を聞いてもらいありがとうございました」などは，
ほほえましさすら感じさせる。こうした結果に鞍っ
たのは，教師が生徒の意見を，即座に取り入れ、自
らすすんで新しい方向を選ん鰭からにほか載らないⅢ
児童？生徒⑳意見を取り入れることの重要性をこれ
ほど感じさせるデータは薮いだろう．同時に，この
ことば，ただコンピュータを使えば．内容はどうで
もし…というわけにはいか鞍いことをも端的に示し
ている。児童。生徒との相互作用を通して．はじめ
てコンピュータもその真価を発揮できるのである．
そして．ど⑳学校にもいる「コンピュータに強い先
生」は，自分を頼って聞いてくれる先生に．すすん
で情報を提供して欲しいと思う。
また伽「どうしても自分はコンピュータ醤使う気に
なれ戦い」という，いわば時代の流れに抗する教師
もいるにちがい薮い｡「コンピュータなんかなくって
も，自分はそれ以上にいい授業をやれる｣．そうした
信念の持ち主である。その教師がことば通り，コン
ピュータを使わずに孤他を圧倒するような授業がで
きるのであれば，それはまたすばらしいことである。
コンピュータ鰯メリットを強調したいものは，さら
にそれよりもいい授業をすればいい．お互いが健康
な競争をし，切瑳琢磨しあうことは何よりも重要な
ことだと思われる。「物まね⑳精神」と「天の邪鬼の
精神」は，教育にとって必要な条件なのかも知れ薮
い＿
５）物まねの精神と天の邪鬼の精神
教師は人にもCDを聞くのが苦手だといわれる．そ
れがどれだけ真実を伝えているのかは分からない．
子供たちに｢教える」という職業柄からか，「聞くこ
と」が苦手だと言う教師がいてもおかしくはないと
も思う。しかしな力fら馴ことコンピュータに関して
は，やはり「聞くこと」が最も効果的駁手段である‘
もちろん，何の勉強もせず．ただひたすら人にすが
るばかりというのはほぬられたことではない。コン
ピュータに対するチャレンジ精神は欠かせない．し
かし，コンピュータに詳しいものに対しては，とに
かく「聞くこと」を忘れてはなら鞍い、また．人の
していることを注意深く観察し，それを「まねる」
精神もまた重要である．「まねる」ことも教師として
は気になることかも知れ強いが‘そん鞍ことを考え
ていてはコンピュータは近づいては来ない鰯である。
コンピュータは自由強発想で使われることを待っ
ている”「ソフトが決まれば授業が決恵る」というの
ではおもしろくない．教師の個性も独自性も戦いの
である。「たとえば,教科を越えた活用薮どを工夫す
ることはできないも鋤だろうか｣.熊本市内のある中
学校に行ったとき．こん鞍話をしてみた。これに対
して，次のようなアイディアが出書れ友．①「たと
えば，国語の授業で詩をつくる｣，②｢その詩に音楽
の時間に曲をつ職る上③｢曲のイメージに合ったポ
スターを美術の授業に作成する｣,④卒業式やそのほ
か適当鞍会合で発表会をする…．教科相互間鰯調整
葱ど溌むずかしい問題もあるだろうが，ぜひともチ
ャレンジしていた霜きたいも⑳篭と思った．教育⑳
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